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目的　在宅強化型の介護老人保健施設（以下，老健）は，在宅復帰率が50％超でなければならない
が，純粋な自宅だけでなく，在宅系施設への退所も在宅復帰に含まれる。在宅強化型老健の自
宅退所数がどの程度であるかは明らかにされていない。在宅強化型老健において，純粋な自宅
と在宅系施設への退所者数の実態を把握することと自宅復帰を阻害している要因を考察するこ
とを目的とした。

方法　公益社団法人全国老人保健施設協会ホームページにて，平成29年 4 月15日現在で在宅強化型
老健である352施設を対象とした。平成28年度の 1年間の在宅復帰，加算取得状況，自宅復帰
できなかった利用者の要因に関して，郵送による質問紙調査を行った。

結果　有効回答は121通だった（有効回答率34.4％）。総退所者のうち自宅へ退所した利用者数の割
合は46.9％だった。また，自宅への退所のみで50％超の要件を満たしている施設は38.8％だっ
た。加算取得状況では，通所リハビリテーションにおける認知症短期集中リハビリテーション
等の実施が少なかった。自宅退所できなかった利用者の要因として，家族介護者の介護意欲が
十分でないという項目が最も高い指標を示し，利用者の介護意欲がないという項目と比較して
有意に高かった。また，利用者の認知機能の低下が 2番目に高い指標を示した。

結論　在宅強化型老健は増えているが，自宅退所のみで在宅復帰率50％超の要件を満たしている施
設は多くないことがわかった。自宅への退所を促進するために，通所リハビリテーションにお
ける認知症リハビリテーションの実施，家族介護者への支援が重要だと考えられた。

キーワード　介護老人保健施設，在宅強化型，自宅退所

Ⅰ　は　じ　め　に

　介護老人保健施設（以下，老健）は，介護保
険法に規定されている施設であり，介護老人保
健施設入所者生活介護（入所サービス），通所
リハビリテーション，短期入所療養介護等を提
供している。平成24年度介護報酬改定により，
主として「在宅強化型老健施設」（以下，強化
型），「在宅復帰・在宅療養支援機能加算施設」
（以下，加算型），「従来型老健施設」（以下，
従来型）の 3種に分類された。このうち，強化

型は在宅復帰率50％超などの要件，加算型は同
30％超などの要件が課されており，要件を満た
せば所定の加算を取得できる。特に強化型を取
得すると，従来型に比べて基本報酬が高く設定
されており，在宅復帰の支援は老健の経営にも
大きな影響を及ぼす1）。公益社団法人全国老人
保健施設協会（以下，全老健）の平成27年度介
護報酬改定直後の実態調査によると，強化型，
加算型を取得している施設の割合は，平成27年
4 月でそれぞれ12.4％，25.7％であり，取得率
は年々伸びてきている2）。強化型を算定するた
めの要件の 1つに在宅復帰率があるが，介護保
険法における在宅復帰の定義には，本人の居宅
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もしくは家族等の居宅（以下，自宅）だけでは
なく有料老人ホーム，高齢者グループホーム，
サービス付き高齢者向け住宅などの施設（以下，
在宅系施設）への退所も含まれる1）。したがっ
て，在宅復帰率が向上したことは，自宅へ退所
したケースが増えたということと同義ではない。
在宅系施設におけるサービスは，特別養護老人
ホーム等における施設サービスと類似している
部分があり，同じ在宅復帰でも純粋に自宅へ復
帰したケースと比較すると，性質が異なる。
2011年の高齢者の住まい確保法の施行などによ
り，在宅系施設が急速に整備されており，高齢
者の住まいは，住みなれた自宅だけではなく多
様化している。しかし，阪東3）は，「順調に施
策が進んでも，高齢者向け住宅は高齢者人口の

5％程度をカバーするにすぎず，大半は現在居
住している住宅で老後を送らなければならない。
地域包括ケアシステムの構築のためには，自宅
での居住をどう継続するかという議論こそが必
要である」と述べている。強化型の老健は増加
しており，全体的な在宅復帰率は向上している
と考えられるが，在宅復帰の中で自宅に退所し
ている利用者の割合等に関する調査はほとんど
行われていない。自宅への退所に着目し，自宅
退所者の動向を把握することは在宅復帰・在宅
支援施設である老健にとって重要なことだと考
える。そこで，本研究では，全国の強化型（平
成29年 4 月時点での定義）の老健を対象とした
アンケート調査を行い，自宅復帰の動向を把握
することと自宅復帰を阻害している要因を考察
することを目的とした。

Ⅱ　方　　　法

　対象は，全老健に加入しており，
強化型を取得している老健（平成
29年 4 月15日時点で全老健ホーム
ページに掲載されていた352施
設）を対象とした。調査方法は，
質問紙票の郵送によるアンケート
調査とした。平成28年 4 月から平
成29年 3 月までの 1年間における
利用者の自宅復帰の動向，加算算
定および自宅に退所できなかった
利用者の要因について質問した
（別表 1， 2）。自宅に退所でき
なかった利用者の要因については，
中村の研究4）を参考にし，①利用
者の心身機能，②家族介護者の介
護力，③生活（物理的）環境，④
社会的環境について質問した。返
信用封筒を同封し，回収期間を平
成29年 7 月 1 日～ 8月31日とした。
統計解析にはExcel 2010（Microsoft
社製）とSPSS Ver.23（IBM社製）
を使用した。
　回収されたデータは，個人・事

別表 1　主な質問項目
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業所が特定できないようにコード
化し，パスワードロック機能付き
のUSBフラッシュメモリーに保存
した。パスワードにより第 3者が
閲覧できないように設定し，研究
責任者が管理した。なお，本研究
は医療法人魁成会介護老人保健施
設こんにちわセンターの倫理審査
委員会の承諾を受けて実施した
（承認日平成29年 4 月20日，承認
番号2017-01）。

Ⅲ　結　　　果

　回答は130通あり，そのうち無
回答項目を含んでいる回答を除外
した結果，有効回答は121通だっ
た（有効回答率は34.4％）。利用
者の定員，支援相談員・施設介護
支援専門員・リハビリテーション
専門職の職員数は表 1に示す。
　平成28年 4 月から平成29年 3 月
の 1年間における在宅復帰退所者
のうち，自宅への退所者は平均
65.4±37.4人 で， 総 退 所 者 の
46.9％，在宅系施設への退所者は
22.2±19.5人 で， 総 退 所 者 の
15.9％だった（表 2）。自宅退所者数と在宅系 施設退所者数を比較すると，在宅系施設よりも

自宅への退所が多かった施設が102施設
（84.3％）あったが，自宅退所者のみで50％超
だった施設は47施設（38.8％）だった（表 3）。
また，強化型を取得できなかった期間がある老
健は，24施設（19.8％）で，その理由として，
在宅復帰率要件が最も多かった（表 4）。

別表 2　主な質問項目（続き）

表 1　定員・職員数
（単位　人）

最小値 最大値 平均値±標準偏差

入所定員 18 150 87.4±22.9
通所定員 0 250 52.6±31.5
相談員 1 6 2.5± 1.2
介護支援専門員 1 10 2.1± 1.5
兼務 0 7 0.9± 1.4
理学療法士 0 17 4.2± 2.6
作業療法士 0 10 3.0± 1.9
言語聴覚士 0 3 0.6± 0.8

表 2　在宅復帰退所者の内訳
（単位　人）

最小値 最大値 合計人数 平均値±標準偏差 ％

自宅 4 227 7 914 65.4±37.4 46.9
在宅系施設 1 106 2 687 22.2±19.5 15.9

表 3　自宅退所者と在宅系施設退所者の人数比較
施設数 ％

自宅＞在宅系施設 102 84.3 
自宅＜在宅系施設 17 14.0 
同数 2 1.7 

自宅だけで50％超 47 38.8 

注　Ｎ＝121
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　加算取得に関しては，入所サービスに関する
加算は退所後訪問指導がやや低いが，その他は
ほとんど取得されていた。通所リハビリテー
ションに関する加算は，リハビリテーションマ
ネジメント加算（Ⅰ）（Ⅱ），短期集中個別リハ
ビリテーション実施加算の算定率は高かったが，
認知症短期集中リハビリテーション実施加算
（Ⅰ）（Ⅱ），生活行為向上リハビリテーション
実施加算，社会参加支援加算の取得が低かった。
訪問リハビリテーションは40施設（33.1％）で
実施されており，その中ではリハビリテーショ
ンマネジメント加算（Ⅰ），短期集中リハビリ
テーション実施加算の算定率が高かった（表 5）。
　在宅復帰できなかった利用者の要因を 5段階

評価で質問した結果では，家族介護者の意欲が
十分でないという理由が4.50±0.63で最も高い
得点だった。これを利用者の意欲が十分でない
という得点2.96±1.15と比較すると，有意に高
かった（Wilcoxonの符号付順位和検定，有意
水準 5 ％）。地域の在宅サービスや自施設の取
り組みは低い値だった（表 6）。

Ⅳ　考　　　察

　今回の調査において，強化型では全退所者に
対する自宅復帰者の割合は46.9％で，厚生労働
省による平成28年の老健から家庭に復帰したと
される33.1％5）よりは上回ったものの，50％に
は届いていなかった。また，自宅退所者のみで
50％超の条件を満たしていた施設は47施設
（38.8％）であり， 6割以上の施設は在宅系施
設と合算して50％超の条件を満たしていたこと
が分かった。自宅退所者と在宅系施設退所者の
人数を比較すると，17施設（14.0％）では在宅
系施設への退所者数が上回っていた。さらに，
強化型を取得できなかった期間のある老健にお
いては，その原因として在宅復帰率要件が最も
多かった。強化型であっても純粋な自宅復帰者
の数を伸ばすことは容易ではないことがうかが
われる。
　在宅復帰できなかった利用者の要因を調査し
たところ，在宅サービスや自施設の取り組みに
はあまり問題はないが，要介護者の心身機能や
家族介護者の要因が大きいことがうかがわれた。

表 4　 強化型老健を取得できなかった期間がある施設数とそ
の原因

合計 ％

取得できなかった期間あり 24 19.8
取得できなかった原因（複数回答）
　在宅復帰率要件 19 15.7
　ベッド回転率要件 9 7.4
　重度者要件 4 3.3
　体制要件（リハビリ専門職） - -

注　Ｎ＝121

表 5　入所サービスに関する加算取得
施設数 ％

入所関連
　短期集中リハビリテーション実施加算 121 100.0
　認知症短期集中リハビリテーション実施加算 92 76.0
　入所前後訪問指導加算 97 80.2
　退所前訪問指導加算 114 94.2
　退所後訪問指導加算 73 60.3
　退所前連携加算 116 95.9
　退所時指導加算 120 99.2
　退所時情報提供加算 120 99.2

通所リハ関連
　リハビリテーションマネジメント加算（Ⅰ） 108 89.3
　リハビリテーションマネジメント加算（Ⅱ） 88 72.7
　短期集中個別リハビリテーション実施加算 108 89.3
　認知症短期集中リハビリテーション実施加算（Ⅰ） 27 22.3
　認知症短期集中リハビリテーション実施加算（Ⅱ） 11 9.1
　生活行為向上リハビリテーション実施加算 27 22.3
　社会参加支援加算 28 23.1

訪問リハ関連
　訪問リハ実施 40 33.1

　リハビリテーションマネジメント加算（Ⅰ） 34 28.1
　リハビリテーションマネジメント加算（Ⅱ） 17 14.0
　短期集中リハビリテーション実施加算 30 24.8
　社会参加支援加算 14 11.6

注　Ｎ＝121

表 6　在宅復帰できなかった要因
平均値±標準偏差

利用者の身体機能が十分でない 3.83±1.14
利用者の認知機能が十分でない 3.88±1.06
利用者の住環境が十分でない 3.54±1.13
利用者の自宅復帰の意欲が十分でない 2.96±1.15  
家族介護者の自宅復帰の意欲が十分でない 4.50±0.63 *

家族介護者の健康面が十分でない 3.86±0.86
家族介護者の介護に関する知識や技術が十分でない 3.51±0.99
家族介護者が多忙である 3.83±0.91
利用者・家族介護者の経済力が十分でない 3.21±1.12
地域の在宅サービスが十分でない 2.60±1.21
自施設の自宅復帰への取り組みが十分でない 2.15±0.91

注　1）　Ｎ＝121
　　2）　*Wilcoxonの符号付順位和検定，ｐ＜0.05
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特に，家族介護者の意欲が十分でないという因
子が最も高かった。これは，利用者の在宅復帰
意欲が十分でないという因子と比較して有意に
高いことから，家族介護者と利用者の間で自宅
復帰の意欲が乖離しており，家族介護者の意欲
が在宅復帰に大きく関与していることが示唆さ
れた。加齢や健康面など家族介護者自身も多く
の問題を抱えていることが多いが，家族介護者
の支援を行っている老健は少ない4）。家族介護
者の介護に対する価値観を否定的なものから肯
定的なものに変えることは容易ではない。また，
家族介護者への支援による加算は制度化されて
いないため，そこに労力を費やしにくい面もあ
ると思われる。 2番目に高かった要因は，利用
者の認知機能低下であった。しかし，加算取得
状況をみると，入所での認知症短期集中リハビ
リテーション実施加算は 8割近い取得率だが，
通所リハビリテーションでの認知症短期集中リ
ハビリテーション実施施設は少なかった。自宅
復帰を促進し，自宅生活を持続するために通所
リハビリテーションでの認知症リハビリテー
ションの普及が課題である。
　平成24年の強化型創設以来，強化型を取得す
る老健は増加している。しかし，在宅系施設の
数も増加しており，今回の調査結果のように在
宅系施設への退所と合算して強化型を算定して
いる施設もある。在宅系施設は，制度としては
高齢者の多様な住まいの 1つであると解釈され
るが，利用者からすれば住み慣れた自宅ではな
い。内閣府の調査によると，「日常生活を送る
上で介護が必要になった場合に，どこで介護を
受けたいか」についてみると，60歳以上では男
女とも「自宅で介護してほしい」が最も多い6）。
2017年介護保険法の改正により，「介護老人保
健施設とは，要介護者であって，主としてその
心身の機能の維持回復を図り，居宅における生
活を営むための支援を必要とする者に対し，施
設サービス計画に基づいて，看護，医学的管理
の下における介護及び機能訓練その他必要な医
療並びに日常生活上の世話を行うことを目的と
する施設」と定義された7）。また，それに伴い
「介護老人保健施設の人員，施設及び設備並び

に運営に関する基準」 1条においても「介護老
人保健施設は，施設サービス計画に基づいて，
看護，医学的管理の下における介護及び機能訓
練その他必要な医療並びに日常生活上の世話を
行うことにより，入所者がその有する能力に応
じ自立した日常生活を営むことができるように
することとともに，その者の居宅における生活
への復帰を目指すものでなければならない」と
され，老健の在宅復帰・在宅生活支援機能がよ
り明確化された7）。平成30年度の介護報酬改定
では，強化型の定義が変更され，週 3回のリハ
ビリが必須となるなどより条件が厳しくなって
いる8）。つまり，近年より老健の在宅復帰支援
施設としての役割が強く求められている。老健
は，利用者の意思やある程度の経営的な面から
はやむを得ないが，加算取得のために在宅系施
設への入所支援に傾くのではなく，あくまで要
介護者の思いのある自宅への復帰に最大限努力
すべきであると考える。
　自宅復帰のための重要な要因である家族介護
者の在宅介護意欲や介護力を向上することは容
易ではない。しかし，老健には医師，リハビリ
専門職，支援相談員，介護支援専門員，看護師，
介護福祉士，管理栄養士等の専門職が配置され
ている。これらの多職種から成るチームにより，
家族介護者の価値観や精神的・身体的な健康状
態などを評価し，少しでも介護に関して肯定的
になれるように支援する仕組みを構築すること
が求められるのではないか。そのためにも，継
続した調査を行い，老健の自宅復帰支援の実態
をより明らかにしつつ，家族介護者の支援手法
を研究することを今後の課題とする。
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